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ま え が き

1）この速記録は、昭和55，56，57年度文部省科学研究費総合（A）

 によるもので、研究者は次の通りである。

 江見康一、丘本正、大屋祐雪、坂元慶行ξ鈴木雪夫、竹内清、

西平重喜＊（代表者）、野沢正徳、広田純ミ藤本煕、松下嘉米男、

松田芳郎ミ三潴信邦ミ森博美ミ山元周行（・推進係）

2）インタビューの聞き手としては、研究者以外の方々のご援助を

得た・その方々のお名前は、別巻を参照のこと。

3）この速記録の原本は、統計数理研究所図書室に登録保管される。

 そのほか、話し手と聞き手及び関係の協同研究者が保存する。

4）この速記録の利用に制限はつけないが、話し手、聞き手、研究

代表者または推進係と話し合った後にされるよう希望する。

5）速記録を個人的に研究するため、コピーを希望する方は、代表

者がコピーしやすい形で保管しているので、それを利用すること

 ができる。

以 上
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西平 初洲・、こ柞ぱ、主として統計学関係の人た多の

目ド触れろ毛φですから、島津一夫さんをご存じない布
七多いと児いま1すのこ、大、学老公らナした竿を孝こ之ノて＜フーざ

（い。

島津 大学友払プ…1Φぱ昭允／3年でチ。当時、東大に航空

所玩所ヒいうのが・あツ家した。いまの宇宙航空研究所の

前身ζ1す、すぐそこド人ツ麦した。そこでヤったのは、

高高慶飛行、ぺ層圏飛行Φ人イ本ド艮ぼす影響（r）／じ理学的

対策といラこヒなんです。何をやったがヒい〉1ますと、

柔時間、気密室の中1二人っていろいう作菜毛ヤら立て、

その作業が’、商慶トよってビう変わる力ヒいうことを見

ろ。そんなことが．中心で・す。それを大体昭和ノ6年まで、

まる3年間ヤツ家しプ…。そ札カ・ら蓬軍1三行衛した。陸

軍は当時、隆竿有、参謀本部、教育株盟邦という3つの
オ主があっ たんで丁。；教育秘・監音戸レいうΦば、 降軍の二改育

を弓及うとこうなんです。そこで’軍隊小ア里⑦ノ玩究をし家レ

ーた。

 ここには、ご存じΦ才象洋八三さんと・乞のほかトもう

1人心理・学問休Φ人がおられ実レた。3入で軍隊／じ理の

厨兜鬼していたわげです。だから、敗戦憾の1曜かど）
どカ＼ そんなノ3・うのことので乍丈毛レ家レブ…一、一

 そうい）作文屯一方の手で・ヤって、もう一方の手で・ケ

耳兵の適性検査、たとんば、飛行機竜落とすた州ミ張・鋭

で仏ら）ケ年防空兵（フ）逓一ナ生、潅木哨監を足つケ虫す①1：ヤ

つぼリケ年兵を便ク．とオし乞どういうふうトヤワて適性

亙選ノ5ぐかとカ＼、大石乞を繋っ場合トどういうのがク家く命

中さtろと。カ＼、そんなこと有ヤってい六わケです。
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 終戦近＜に、障軍ドだんだんそラいうこヒまでしてい

ろ依裕がなくなフたんて“しふう。そこを縮小するという

ので＼私は、陸軍⑦航空の利・航空遮ナ蛾査辞というの
力＼あって、そミヘ行さました。打つですぐ終戦㍉こ斥ツ麦

レたカ’ら・そこでぽ唐麻イ士事盲していないつ ま易、 そク

いラこと。す。

 終戦後じは’らくして、放百石τ仰所へ人フてリテラシ’

をやることトなヅ、 リテラシーか’終わって、石〒実ブ生で／

～ユ年滋んでいまレた。を札力・少、横浜市大へ於て、博

士課程がで守るというΦでそΦ要員として士族へ来て、

工敢で定年τ迎九まレ戸。提狂．ぽ、ご承知Φヒ茶リ大東

文イ（文学というわけです．

 そこでノ本き翁にノ＼ヅますが・私が大学エミ入ったのが昭和

／0年なん。で 丁。 で アから、 そ れぐ ら いカ・シ単穴育†9 、 こ と

ト統計い一関して申レヱす。当・時、東大の心理学ヒいタの

床ゲシタ／レト心理学の金登ロキ代芦㌧たブつけでタ。 ですか

ら、心万里学というと、 ゲシタノレトレ火タドΦこと柱やってい

る着ば非常ト少ないあパ案でした。

 ゲシタノレ←心理掌的な研究というΦぱ、内溶的にえ柔

すと、実篤良皐イ列冬斥くミ∠ノ集めて、そ之から末巳則性み1た

いなもΦを見つヶ公すとか、渚則を立てると．いラような

ことじ中たくて、大赦①法則⑦否定な・んです。ケ数に意

味毛持征也るということが、中／じ的な考も方⑦／つだ，

たわです松．ぐすから、紙と錯穿で多人数竜一青ド棟査
するテストなんて’ ｱと一ば夷啄をなさない。テストげ末数

Φ法則ち基準にしているんで、あ川本役に立た存い、そ

ういう宥之有カベ†心だったわ1づ’です。 そういうこヒで’、
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い家だ’にアスト乏序至ネ見する面カベあツま干。 し仁が’って斥売

言立．といい系すと、そラいククスト関係での絞言テトに全案ぎ

触れま亡んで’したし・そラいラ床裕もながっ仁わケです。

 枕許的な方精が心碓学のヱで、自・分の関係て㌧仮わ牝た

①1玄、実馬実1）濯学なんですれ。心理学でいういろ実駐を

ヤンますれ。実離1法Φノープとしての楕ネ中物理的測定ラ麦と．

いうΦ（玄、オ重渠頁は幾っヵ＼あツ家†。 いデ才ユ4二しても、 そ

①中て｛分布を見辛リビ平均を出し仁り、いまぐすと黙。
ていても本家率イ扇差亙絵レ客すカ、、 当時はオ栗準偏差し1ヤな

くて平ナ何々昔差なん・ですよ。 そういう毛Φを出すレいラこ

とを、一般の／U理学の初歩実、職1ぐ欲札たくらいです。

 ですヵ’ら、私田身ヵ’らいラと．、大学Φ3耳間引玄、統

書寸一的なこと1二ぼ1訴とん。ビ’育宝ナし斥かっブ三といっていいと。腎

うんノで丁。馳札だ①げ一実馬実渚ぐ稲’昇Φ処二濯としての糸た

計芦つtねげです。だから、言己雄絞汁掌み仁いな毛Φた
けて“済ま弍二てさアこわげです。 そ才ししカ＼な力・ったオっしブです。

 と。こう力、、東メ（しま、 という力＼学会はといってもいいと

思いますが’、一そタい）風綿たつ六んです。1二もかかわら

ず、テストセヤっていらつレヤるプ幸い万カぐ享’られました、

たとえば、宋芥文理大Φ田中寛一先二」圭1、「田中巨弐’」なん

ていう知能検査が素リます抽。国中た生が、当時で・もず

い瓜んテスト室あ’やハニなっていました。「味津民族⑦知

能①比較。なんていう①ぽ、国中央室①大吉なイ士享だと

児うしです．乏タいうことて“、岡中た生乞存し’上ゲたん

です。

 もう／っ、ノg3ク耳で’丁から、こオし麻貝蜘ノエ寄ぐらいか

な一、田中先生Φ「考文育測定一法」しい）六カ＼政宗して、こ

才じは、私た引玄、ほとしどそういラ卒哀見ろ櫛・会灰なか
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った1く）・で’すiクれビ七、．ノドラノぐクどは見ました、 そナしが、

絞言ナΦれま・た本い稚ルろ第／歩くし戸松。
 けしれ、実I験／・帥で棟計Φ諸が炸ヒ年．高不
貞二拒生が融牝帥1ま、当時①京城大学Φ」二田常者’先王

Φr生物絞計学・ヒいう本で’した。そういラこヒが’印象

白勺だったぐす抽。

 南中老生い彩己いて中レ客すと、竜ノ質イ了義・タこ室、もラビ’

ちシ七故人ですげ牝どち、広島文理久で稲関株数とか

因手分析ヒかを私Φ印象では非常に熱じlH人ぐヤーて
おられ仁です払。単ぐ役、／95一ノ等F老ラ皮カ＼シ「実、線ノし’理学

提等」といタ本が㍑し仁。二の†トr綜梢。ヒいラ
名て“まとめてあろんで・すよ。毛んπことでしト払。もう

引入、日年久学．ド渡垣徴た生ヒいう方が’あ一られまレ戸。

こ①方も亡くならん家し仁が、知紀検査なしか非常に関

心’をキ寄ってやってあ’らγレ戸です松。

 戦前、学庄時代、そ①伎。仁享兎していたとき．釈計

的なことで方之たの俸、毛の程度のことで’す払。（“すか

亨・記述絞計もいいところへ主く乞Φ初歩ちヤっ六と

いラことぐす払、これ准私Φ個人的な得駿でもあろし、
あ’）乞らくメ（フチ（D・U予呈学首カ“、 そ）いラことじゃブ；女カ、っブ1…

がといって老いいと、迅ラん一て“チ。・戦前1衣そんなものです

払。

両平 栗欠Φ方てば入学課駁1こ関連レて、戸と之ば・文

曜大1ま高等師範だったから、イ左薩裳一郎た生なんか1玄・

そういう問題ヵ・ら入っていちつしゃったみトいですげれ

ども、 あまツをうい二）ことは・・… ’。

島津蛾泰ソま寸しでし斥。ヒいうのば、文学郡糺
カ・入学詩絞のない学科高／家し斥から・（笑）いまです
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ヒ、入学試験①問趣でつくるヒざし力＼後の処理とか、

乞ういうこヒ／二心ず釈計的な方潰が布之られ柔す。当時

は乞んなこと庫何もなかフブミで’抑。ぐすから統計鵬
違レて自分のヤつオ三こと、受けて守徴育で’孝之。ますと、

そんなことじゃないかヒ馬いま亨。これ1結く私Φ印象
です1づ’れビ七。

 手交くま：だあ1等ねくださγじは申し上げろヒして、今度床

戦争守のことぐすが、戦争中でば、／じ理学を稚トプい（

申しますと、要す引・、陸海軍ト、文官として、稜師、

敢授とレて行っ・たリ、武官として将校トな、たりした人

が大ぜいいました。プことわば、海軍てば、海軍技術夙免

所。あ丁ごて兼子宮さしが中心で技師たつ六んです。そ

φ下卜技師ヒレて／じ理学Φ人が．いました。をれかシ浦算

r志願し汽将校、中尉ヤケ肘Φ入右巧力唯まって・実、歌

心理音下といい素レ仁が、そこく7ストの石河完をしていま

した。 をΦしさ海軍で体、先ばと申し素し仁分布ヒか、

平均とか、平方g柑差とい一ウ簡単なことば｝かツでなく、も

ラケし二堂人1だ彩己吉ヤ毛ヤっ（いたかもしナし実亡ノ（ノ1。

 軍部でやっ（いたこ〕玄、知紀検査、直性検査、性格

稼査の実施が、心理学老の主なイ士卒なんぐす。海写てば、

そΦはかト、航空隊、当時の霞ケ浦航空稼、後の工浦航

空隊、そ札から榔頁賀の海軍航空廠といクビころが赤リ

素した。そこト若干／じ’理学名がい宗した。≧九もヤはリ

アストでチ。テストΦ研究じ廿床くて・テスト毛襟ツ年

しヤ，ているという状態で’した。

因平 そ）いラビころのテスH京、ブリッカーヒか・・一い。

島津 知芹旨陳査でいい奏すと、田中5市＼毛の京ま1伎っ
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たリ、 多ケ七ディ7アイ して仮ラ戸リ、 之ナしカ・ら適。惟一根

査でいい家すと、フリ、ソカーなど含めて、稀オ交器具毛イ足

うヤつが多ケあソまし仁。これ俸自分のところで’っくリ

ましたが、フぐるドついて碇き十的な未田がい猿書立房ビなく、

舶トつぐらルたわけζ・すね。

 性椅棟査という①ぼ、もラあツきブ三リの毛（フ）、内田ク

レペジソと1か・ そシいラ／3＼うなもΦ亙・だくてんΦ応・原員．

夫ヤ入弥レてくる右ドヤ、ていたのが、陸海軍の状況で
す払。ぐすから、テスト克ど’Φよういつくろか、と・いΦ本

ラ㌧）榊ずるカ＼等因毛ビ）いうカ＼うト芥屋関ちとろかと

いうようなこと庫、テストΦ・実涼三に進一わ兆して、俸ヒんビ

やつてい帥・つ．六といっていいと思い宗寸。

 これポ瓶葺い．剛家すが、終戦の前の！1糾年1二・岩
城から、こ川宗ご承知秋ノ思い家すが、近藤英雄さい
「吉†拳（の糸た老ヤ学」 とい ラ六カ“泣たん／で丁。 こ ん1な薄’いへ。

・ハ㌧バーウンドーの本ぐレ戸。I之ナし走買って竜で、楠津さ

しを中心トユ～3入で’石汗究会をヤっ仁ことがみろんて“す。

そγしで、でσ）存在といラくPを知、たん。です。これぱいい

も←だってわげで・あ⑦本でずいぷわ勉残しま1レト・＜

れで初めて、い宗宗での統計ヒ違ラんだなといラことを

知りました。

 そブしし1令大学で1まど’うしていたか。 ヒこう一カ心、大学は

戦争中、学生がい床く京つちゃつたわげです払。ですか
ら、書丈育ノま’訴どんど。きな力＼つフー三人1じ．やプ京いカ、と。児・うノし

です． こ才レ妹タトイ員りから見ていた二印象くすしフー杵ビ・も担。高

木先史東わか1女、アメリカ～）理学（r）動向を、単で争中カ＼

なリ杜目迂れていたような気配が、い京ド床ろと玉一だ
と児・う〃で’す。
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 戦乎キ俸私た引訳、統計①有ヒは毛ちろん違。緒もなが

ったし、新しい鯨†的な方馳いラこども考えけなが

示いす。㍑、こラいプとかみパレた。杵枝g
中k来たま†セやっ たxが．いろ和け一て一、 そ ラいうノ（たち！＝い

5いう牧之（もタフだことが毎ク家した。

肋と“綿しレ㍑汁、海軍摸術1研究所ぴ、新し
い紋計ヒいラこといついて、ユル3Φ．メ。1ま個人的に劾残

していたのでは広いかヒ足わ牡ろ節もあソまし仁。戦’争

中Φ思い当仁ることだヴ申レ仁ん／ですが・そん・なことで’

Tね。

両平ざっ寺（D奉’話の、内国クレペリンΦ内国さんとい
う方ばとラいう・一・・一・。

島津内岡勇三杯さ！しどいラφ1よ、束犬識で、大正／ス

軍くらいだと思二い求すが、ギ稲田へ一長らく行ってい‡レ

片。竿稲田トいろヒ寺ポこ、 クレペツソのオ実査を日本化し

（自分の名前屯フ1フーて  あ①／げ穴の歓掌充足すヤっ

あろでしょう、あれを一やツ家した。あ①アス・トはデい／3ぐ

人／イ定力才しまレ仁。 一いまでも盛ん1ニイ史わナしてししますが’・あ

丸ば解約（が非常ドむずカ・しい人！で・す。

酉平祖師谷トあつた労働科学研究戸竹しがば・・一。

島津 あれポ戦争前から処直な研究毛しそい乍んです
よ。一瀬川衣夫剤τあすこトいたんです。戦午前は非常ト

於道な研究ちしていまレた。執争中は、あすこぱヤー玄。

）人がいなくなっ六んじ劫ないですか。

酉平花道ってど’ういプー？
島津疲労Φ研究と力＼、作業時間の研究、作業形態の励

免とか。桐原た生一が中心で、イ憂秀な研究克出レていまし

たね。ああいう研紗↑が竿推ヂっと残っていれば…・・．・。
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タ麦㌧てはい家す1ブ・ヤレビも、ヤつばソカネカぐないんでしょ一

うね。・

西平 そういうΦぱ戦前多ケでもあろとすろと、労働科
学研究所ぐらいΦもΦ汀か。
島津 あと戦争1中てば、亥秤省1二体育所紅所カ＼あツまし

た。戦後、なくなつちゃいまレた。ここでは一八’理学の入

が、ス本。一ツマンの／）理、イ本育心理琶ヤ。ソ家した。

 軟午①トおいが’し苑めてから、降海軍がチ当てして、ま

心理学者を臼分の方1二採っぢやク。形ラ／列玄傷病軍へ

の処遍わ六めの雫亭係該暁といラのバできて、軍人イ呆茂

」二当だろ。そこで鳴ついた人の職’業盲ビラするがい・ラ

ん1で、心濯掌の人が’ブい。3くんノ行ぎました．

酉平 心理学の機関誌てば、「心理学石牙托」なんていラの

ぱずい ’うぐんも ＜ か ら於ていたれげで’しょ ラ。 心τ室学舎のi

雑誌。

島津飛誌にいろいろ綱が一変わリ孝レた。昭和ユ年か

らr心理学研究ゴとなソ家レた。そφ前は、r心理府呪」

とかいろんな名前ぐした。域戸楴太郎矢室⑦関係で岩渡
が羊ηめのうち引買受けていたんで’すよ。広灰戸先生一が一夕痛集

主イ土で、 ほと一んど一のせ・話をさナしていナこわ1・づ’です。 キのデ麦、

岩波力・ら稀、ζ学舎がヤろよラドなったわヴです。

西平  島う幸さんが未大ト本らγし衣多少前辛で入れ一で． ビ

ラいシ山τ里学の一た空方がいらつし掌い表したか。

島津 ぽくのた生1女・．屍施用理学Φ桑田元生、それ力＼ら

千輪尤生、高芥た室．みんな亡くな一ソました。ですから、

象国教授．千翰助敏授、高村漱復。城戸た生が講師。

そル林5北大トいた稿域錦一さんが助ザ椅洋副手・そ
ういう時代だ一たてす仏。それから栗大の稚室研究所に
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ψ腺ヒレて心理学Φ煮雇施の木久本木応秤化生、洪跨円

渚昨先生は肋教授で“所員．あヒは高木賃ノさんが辛亥手て・

した。そのほかド鵬参七ヒレて狩野広之さん、この人欣労

働科学研袈所へ行きまし←。そ札、かち笠原ナ亘男さん、そ

ん斥ことでした担。

・西平 アメリカヒかドイツの関係雑誌は瓶前己ま茅てい穴

のですか。

島津 タド国雑誌は、家六は国内ではともかく一番持って

いましト。相当あソまし六から不便するこヒはあリま辻

んでレた。いまでも、東大1よ非常ト持っています仏。
両平  そのご．ろ夕卜国ぐ’ば、イ；オかそラいうこヒについてΦ

論文はないんですか。

島津請文はあ。たことはあったんぐす。い素に比べれ
ば、1数はケな力、ったけれど。

西平 肢婚妙てばいたわげですか。

島津之之。衛ろんあツました。ところが、て一き申

し上げたように、テストト対レて不信感を持っているわ

しナでT． アスト1本ダメな毛Φと頭から決めてかかってい

ろわげです。だから、テストばもちろん矢口らないわげで
すよ。ところが、卒業して降海軍へ行ってイ可竜ヤるヵ＼ヒ

・1一・ラと・テスト毛ヤらさμわ1ブ’です払。そこで．テス

トばこラいタノ3、うドペ7ろ人！た8ヒいうところからメ台めて、

こういラ毛Φだってことを勉残したわけで’す。

 とこうが．、 ち狂っヒ古い諸ト逸ゾ家すが’．昭赤口の希クめ、

大正木期庫メ・ノク／レテスト時イヤだったことカぐあろんです。

毛の時代’トば．先ほど’申しませんでしたが・岡却弥太郎

走室ど力・をタいラ人戸ちがか床リ活躍しているんて・すよ一。

田中た空ももちろんそタてすげナじと．一ち。
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西平 岡音ドさんば華人で丁が。

島津之之。戦後雌育獅へ行㍑レ戸。載れ杯
文学秤の敢育掌秤⑦先生かな。一

戦前、戦中トかけて申し上げろとψば、私①知っそ
いろ範囲てばそんなことです担。

斬伎は一つさち仁っと申し上げ客し穴1ブμ．高木
先生は、率ズ争中トァメッカの心理学φ動向をかなソつか

んて“ふ’られ未んじゃないかヒ思うんです。

西平  高不ざんぽずフ と東ノくの…一一。

島津 助敢授か〉赦授になツま．レた。・戦中は教育が1季と

んビなかっ六から、そラいラ勉強をさテレてし’たんレや庁

いかピいま1二后。て屍ラんぐす。そルばとラいラこと
かというと、アメソカの現代1じ’理一学の七ヒ1つなフている

ような孝之方を勉強さルて、釈争中ドすて“卜推測欣計学

といわルるようだ方法ち、心一理学卜取ツ入生な1ブればな
らないと布之ておられネとノ悪ラわてす。実際い下人リガ

で1女そラいラこと乞やっていろんだ。また、行動Φ教理
的な角昂布午といラこともラ宇之一てお＼ら水レた．。単でイ麦ドなって、

そ札毛だんだん良さ札でさトと層ラんで“すね。

 そΦ／フの異体的あらわれとして、増山元三師ざわを
文学音戸の布へ言葺師トぎ原頁いしたりレて、増山Iさんのrケ

敷倒の素とめ方」の初版が／943年です。あの苓が．東久の

石π先室を中心卜非常1二読まγしたので床ない力・と。思ラので“

す。 い表までの大欲Φ法則という力＼ 卜く貢んのデ’一夕

を染めて平均をと・るフてヤツ万をキ巨香した。そΦ諒，理1ニ

ダすレて5江うビいいわり‘ですよ。少’拳（例リでし辰う、 こナし

床柱く私Φ甚ヵぐリですが’、自分た多のヤっていること⑦
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合理イしみたいな両が戊く於てい斤と兄・ラんですよ1／じ殖

掌Φ布てば、ゲシタ／レト山程学のK．レヅ／ソヒいラΦが’、

ケ拳（・例①ことをいラわげなわです。 そ木しとうまくマッチ

して、そラいラことを便ラたんじゃないかとノ思うので一す。

憎いんと当時厨究室トい六小笠原怒瑛さん、・卜川陸君、

栴岡譲貴君など・が憧談会をやつた二とがあろんで丁よ。

r実験と椎汁」とい〉名前で．／9仰寄F、あ台本Φ中トそ

の座談会のき己享が於ていろんぐす。こ利蹄しい縮†が

山里学に人ラでくる／つの契機トなったとノ思うので丁。

おそらく、そういラ関イ糸で一ネ売言†カぐ入って迂ブビ¢）ば、束末

が一番早いんし’やないですか。尺学の閃係ぐぼそんなふ

うにして、新レい古漬がしみ述んで“いったんし1やないか

と雇います仏。 ，

 ヒこうで、われわれ、フ家リ大学克離ルていた看はと
うかヒいラと、ケ数①勉庶家床知リま亡んが、私だぢが

そクいラことトかかわ・たΦぱ、軍ズ争中は尤ほどの近藤＝

さんの本ぐ丁が、新後床やつぼツヅテ・ラシーですよ。♪

アラシーが人ってきたと青ド、白石一誠’さんが香員会の

オブず㌧／べ一で入ってこられまレた。第①入は講彩（が’う

まいんて“、絞言棉：ラ野究所ぐカ’’リ版ぐ竜ちんと赦材て刷

ってこられて、心・理学Φわれわオし．吉誘学⑦栄固、応対、

即士ん八ち社倉学の局楊四郎さんなビが集家って・毎
堰し／国昼イ木みr言奪義をしてくオしまし斥。 そ才しが一、 かれこ

れ／0回以上続きまし芹。それ。で大体のアクトラインを勉

強し柔した。白石さん’は諦誇が上手振んζ’、大変1宅～査て・

レた。

 それノと同日寄卜、林矢O己．矢さん乞初劫ヒレて、秀充計の皆

さ’しと一緒ドアスト豆つくったわげです。あの㌧きト、
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杯さんヤあな斥力管こんと一緒ドヤっていて、ヒいかく
実践的に統計的な方楕の仮い方ということ蒐、ノい理学の

星中は会得したと思ルです。すンフリソグぱこうヤろ

んだ、アスト毛フくろと・き、分析①とさHまこラいタ古

法て“κ較したらいレ、、7ソクスト五ヤったら、住の整一理

はく分布ヒ平均だげじゃダメたんだ。 こラいクλ＼うにヒっ

てあ’くと、 その二欠⑦伺牛方年ト役立クとカ＼ 黒イ茶臼勺ユニは之ラ

いうミと乞宥さんから孝定之て毛らつプ三と処ラんです。た

とえしざ、 ガットマンのノ（凄角竿布†Φ方ヲ案をテスト糸苔采の劣・

和こ伐っ六〇など臥乏の！例です。

 杯さんげ、わりあいトディス．トリビ4一ション’ブジ

ーのラ：ストを使うわり’くす。ばくは後トなフて毛Φ理晦

がわかろような気が’したんノて“す力㌦ そΦヒさはどラして

かと思いながら乏れセやリまし戸。

 ．もう／つ、もっとこれは基本的なことで’、林てん1二は

宥言古ししたこと1ま広いけれど一、わ払わル・じ’理学者俸宗ご’

柔ごしていると棟き十いノ麦われちゃラ。絞許というのは魚

を才南ろ綱のようたも①で、魚⑦理動性とカ・大きさいよっ

て綱Φ目を変えた）、綱の太†哀変㍑わけビやないか。
いうが一、たとえ川ボ葉、①運動性、原、Φ惟噴を勉残レて

いろΦは、わ杜われ一し・．やないか。まごまごレているヒ、

絞言ヤtんがそ札ま1でみんなやってく才して、でIき上がった

系岡を、これ乞イ更之ラてことになろ。フ家リ、われわれは

またテストΦ実1聴者トな）下がヅよレないか。そういラ

言古をしたことが利ますよ。いまだいそ糾京強い印象で・

す。こ牝ば笑い話でもあるけれど、そういう印象を紋計

トついて持つたわげです。ピろが、牧で方江つと申し
上げ家す力v、西平さん俸受けたか走レγしないげ一才レビ、追
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学適性梗査。

両平ぼくば受けていない。（笑）
島津 沸して“かシですか。（笑・）進学麹牲検査の問題を研

究所でフくフてい六わげですわ。そのときに慶応かシ積

峨三師㍑がおいでドな一斤んですよ。そルぐ慶／応の
’話一を聞くわげです。当時印束尽郎・君ぼ去なが。たんです

が、横ム先生がr印束は絞許ト渓している。「基んなこと

ヤラていると、 希ヒ書ヤ屋トノ了っちゃって心ア星学は飛んじ’や

うよJと＄㌧しゃった。全く同感なんCT。
西平  いヤ、1家く七同感なんで’す．

島津い宗だド、そういう印象は強いですね。ぐすから、
皆さんヒ吉諸学Φ人たち、ネ圭会学、敢育学、1じ理学Φ三皇

中が一緒卜仕事すると、すべて食われるかどラが知らぬ
げγじと、食わ才しる面ぼあろん1じ令 な1いぐすか。 そラいラ

こと毛榊柔すよ。どうですか。

甲平 いヤ、殊許屋の方ば有ヘビトあレァヒいうヒころ
があろがも し才しないで’す桓。 そ水しかシ と いラわけ六ごが、

t読み書き」をヤってい穴とさは一、みんなでよくいった

げルビ、八㌧ソ大ソティが紋吉†屋Φ連判古代んなアク’レ

∵シフだった．。釈許盲ヤるた外庫、そラいラΦでなく
て一

ﾍならないがどうゲ兵くわからない①くずが＼たまた
ま そ ラ だ’？ たカ＼ら レヰ ないんで’す力＼．

島津 いヤ、ハ・一ソ大ソチ1としてアグレッシブだった

といラ印象は全然ないけれビ’、仁享にタ†して床アグレッ

シブ“たつ斥でしょク。1幌営の壷中はみんな非常に倫状

1二何事さ立てもら、た和げで’す。 こ才し床皆t一んもそラだ

と思いますが。

 そんなノ3・ラにして、統計のこと吃勉残しま’レたが、そ
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札カベどラいラビろへ影響したかといハ、スクーレ・

テストをヤったでしょラ。あの糸畜・果を布毎津さんノと私。ま

と劾て、研究所の夜要Φ第一！美ヒし立案と抑まレた。あ

れが文部省Φ意向（？）ぐばらまか柞ぢヤったわヶです一よ冷

あれにみんな飛ぴフいて笥まし仁。・当時、学力低下が・叶
ぱ’ iしてい六目キイベで、 あ・あいラ方》考で’テストちフぐつ てや

仙ま’、学力がいかい伯’下しているとカ・、ビこが’ビラなっ

てし1るかカ寸わかる、 そllフいう 栖らいで’、とああいラもの を

でデ．ノレ1：レて家ねする和貝向ガ・全国餉ド広が，ち令っ 六

ルて“す払。 茶かゲでケIンド・ノ屋ようしく回リまレた。あ

んなことヤっちゃダメてすげ仏ビ、そんたことがあソま

レ←。あれば功か罪か知ツ宗亡んケれピ、事実で下松。

 それから、われイわれがそ①ヒ志感じたのは、巽な？た
．蝦す或Φ学内が協アカす’るといラこヒのネ刀めになヅ毛うだな

といラこと峰、口にも虫していまし斥払．営予祭6勺石河究の

はレソヒいラ力＼、 こ一ういラスぐラドなっていしナばいいのづ＼

なというミ〕よありまレた払。

 あの当時、 ツテラシーが片一方ドあって、もター方で
は’㌧万π策戸ヤ峠ぽヵ・卜作丁もやっていな一力＼っ大み六いぐすよ。

こ“らんトなってわか。斥でしょうげれども、片一方でリ
アラシーをやって、・もう一方で進二単遣し惟オ衰査の問是夏のイ乍

戎、 ほかの石ア究面がまろでしょばくれちゃっ尺です抑．

進学適性校査も・大イ年同じような人問が閑イ条しているわ

げですから、 やっ1ホソ問是嚢をつくるときの吟味のイ土方、

7リラ＝ストの俵の整理Φ倖布、をういラこヒいついての
統計的方法といラものが、布｛かヴ．ざまてだ一いぶ変わりま

した仏。本㌣ラ頼隆二君なん・か主トな，てやっていトんです

が’、ずいノ3くん・苦心していろんなことを孝之ていたようで
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丁が、いま布之てみろヒ食く女カテ健なこと見ヤっていまし

た・林でんた巧が入られたんで一その共・は非常卜末くな

ラ戸んじ’やないでTか。

 そ十しヒ木目’前づ麦といラカ・、 もラちょ、とβ寺璋明白勺卜豚ボく

ナしろんですが・そろそろ山里学関係⑦紋吉†の本が幻合め

柔レトね。リククシーカY入ったのがソ9仰年”／9牛8年ぐら

いド盤ん1・なバんで’すから、それと木昌前後レて、初句

て老のころいΦがイ確舵のr無神関検定・くすか。
あ⑦本なんかヂい11㌦μ理学の関係で説家れ家し六杵．

バ1理学看の仲間では、印束君、細腕君、胆田野直肩の

「山程帥測定権・グ榊字ド牟宗し㌧これが幻書
房⑦手て“、啓蒙的な役割リを果たしたんじ心ないがヒ足

い容すね。岩原イ書れ郎君なんかφ本が虫斥Φば、そ才しか

ら牛～与年改です。ケし下って／94年トは胆田野、大）l1
佗明、 涼貢谷正毎丈なμていラ人のい孝も先オしている r糸た言立

学・Φ本がけんじ・ないでTか。

 こ①迎から、もラ現転トなろんですけ札ビセ、胆岡野

君は敢育学部で終汁的なごし吃やってい芦ヒ思うんです。
青山寸享次官ドtん戸ぐヂいぶん・手伝いをさナしていました。ヲ也

岡夫君とか芝ネ釧頁育なビは、 そ⑦ヒ竜①学生で’し仁う。

いま布辰っと思い浮か・3ミこヒぱそんなこヒです仏。

 心ラ呈学：宥のやっていることしま、い去でも1家’ヤは一ヤして

い。ろと・一…．といシ感じ’がア象いのです。 こテレは秦色合炎トな・っ

万ヤ うげれど、 いつか杯さんがウサヤ’の稽鬼分布・克調べ

ているヒいラこピを聞い六：ことが’あリ家す。 そ一Φしき、

クサギ床どこしニブ主ん。でいてど＝〉書方＜か、 どク矛多言力するカ＼

ど’Φくらいの速一士で登るか下るガ、それ。で’こう網吃かぶ

セるんだ。そラヤっているヒ、農林有か林野庁がなんカ＼
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知ら掬げ・ルビ、そういラ速中は一イ本ビラいラこ」重ヤる

のかヒ月・って孝之ぢヤラんですよ。

両平  そのクすギの話はいいので丁が、結局シすギの行

動ヒいうの1的ドも麻航牝ていない。そ牝でけギ’ﾌ
行動まで、相当林さんも江ら人っています払。をのヒさ

ば男1J卜秀屯苔ヤ学有じ十なくな・7ちゃっている人／ひ斗ないで

すか。

島津実際問題としてあΦと昨、こi京でが鰭†で二、

ここ素でが動仰学．看だつ（こと（本ないヒ思ラけれども、、

そ才してぺも、そ札でいいわがヒいラ感岬し孝すね。

西平  ただ、こΦ問、林さんF．こΦ関イ糸ぐヒヤリングを

ヤっ戸とさト、諌令書責能力の経，歌を非常トいういろ素’

書舌レになった。あ．のヒき、 すべて集定わしいも①克ログロ未ア

ストでヤったり、7ツラ；スト宝やったヅいろんプまこと
乞中った。 ヒころカ“、 いま1よ全然ヤ彦担レやないガ。糸充

計学者ヤヤらなくなっぢゃっ・たんですよ。たがら・あの
と守一示肴1ニヤった人たちだケ・・一・・。

島津方担フというΦを．忘・れぢゃつたげ牝ど、テスト盲

っくっ六でレ本ラ。スター／レテヌトもフくツまレた。 リ

テラシーの戸司麦夏もそうだ㍉ナヤじと、 を（7）とざド妥当ナ生しカ＼

イ吉宋頁ヤ生とかずい乃くん細かくロケp未レて、それ吃こラヤって

とカ＼ デ麦カ＼ら宗衣ヤリま した。 テ麦からヤっ てダメ トな、

たんし’や困るんですが’、そんな話毛あったくらいで、や

リました炉θだグら、ああいうヤリ方ば、七つと・広げな
いといか狗ですね。 争当寸土と乃＼イ書ネ頁†生ピカ＼ 布糸茎の支回

の末うな題昌トはし茉すげれビ、異体的ド方っともヤら

ないん。す松。あれ、やらばリァスト毛つくろ／＼が’手を

省くセいですね、

             16

統計数理研究所学術研究リポジトリRISM



酉平 それ1京条定言†てやっている違L中もみんなそラなっち

ゃって、テ“一夕宇奇ってこいという之ヒFなっちゃっ（い

る わげですよ。

 こΦ間、やラはりこΦ・科石1汗責て“八㍉シンエんがちふラ

ど来（いろヒいうΦで、ヤってく水たノしです。／㌦シン

さん1ま初めからいいかげんのことし’やい力’拘。吟口未調査

とカ＼竹とかを徹底的ドヤろうといったら、日本人はそれ

昨げ入札てくれたと喜んでい家し帥。ペルビル紙
なんカ’も、いろいろそタいラことが書いてあイこと思う

んぐす払。

島津そうそう、1デく1まあΦとさぺ／レぜ／レさん1まイ章いと

思ってい仁け才しビ、い家トレでみると、あのヒさト、あ

れだケのことをいったっていラの1ま、ぼ’くはヤっ1ポリさ

す」がだと児い表丁ね。

両平 ハ0ツシンこん1ガこΦ間聞いたら、主イし人類学を

於仁んだそうぐすよ1。

島津ああ、そうですか。

酉平 あΦと音才レ後、国語府究所の人たちヒヤラたみ

たいに・多面的にこう押さわていこれいラーあれ1ま、七

うなくなつ方やった外尺いです仏、
島一洋 そうですね．

南平私なんか後からですケ札ビ、林さルなんカ・モ、要

するにいい人たちが集まってよくヤっ斥毛んだヒ思い家
す払。

島津そパすね。択くヤンましたね。

西予 戦後、外株穴作工ん斥んがアメノカト行ったんで
すか。

17

統計数理研究所学術研究リポジトリRISM



島浮行㍑レた。
西平戦争中マそラし’ヤないで1すか。

島浮 洋ズ低です、外房ド君はア〆ジカヘイ了きました。依は

散理純計的なことト関心庫あソま寸ん。主としてパー・ノ

ナ1（①関係で。
両平 戦争中ト、 アメリカトたま戸ま才印留さルていて一、

帰フて寺ですぐとかって人は、・し’理学の有レや…・一一。

島津玄あ、そ林辻い⑦ぱ、抑留され在かったかもし
れぬ1クれと南さん。あΦ人はうズ問久で帰？ てをたん・で†

払。だかち抑留古札る前が、そ牝ぐらいじ令な1いぐすか。

そういう人ば間さま寸んが・芦才しかいるかな。

酉平南さんは城・問れで帰ってさ仁んですが。
島津たしかそ汀丁よ。献んぱ家草高校なんです枠。
それで京看ドて“しょラ。戦争中体南のrミ、の字も於なか

った。南さんφ名が宏帥は光丈ネ土がらr社釦じ理学4
が虫て、ネ土倉心ア軍学っても（Pを縦に＝書いてくブて仁／、とい

う①が第一印象ですね。そ札カ・ら、あΦ人語が1ラ家いで

す払。

西平  南てん七ヤつぼ）リ宋大を脹たわけ一でレよラ。

島津師。
酉平ああ京秤で“すか。ああ、一そうですか。
島う幸  富士氏音ヲ本さ1しと同じですよ。 官カスさんも栗束高ズ吏

で束郡です払。

酉平 魂あ、そうですか。宮城さん斥んかば戦争中1ま…

…？

島津戦争中いケし瀕舳していポし〔クルど、ぼ乙ん

ど戦役くす仏。だから戦前Φ1脚〃年ぐらい求で！こ

⑦間、心理学食で、タ0年欠が虫客し斥が、昭和〃年ぐら
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いまでは宮城さん⑦別バてこないぐ衛。切写則宇ま
たも。け前キだけで’†け牝ビ、こ札力・らでしぎう。

 あと、 艇きヤに関して、方美っヒいい忘オし素レアこが、車デ

後一釈言ヤ的といラカ・牧理的な研究ド打ち込んだΦは、印

束君、清原君、そ水力・ら北夫トいた田中以君。国中篇

庫東大へ釆てからはコレヒ。ユークにこワ方やって担．そ

①く ら い じ十 ないですガ払。 み と考文育場面で一は月目田婁予君。

そんなもの力＼な一。

酉平 たとえば・経済学の方〕て、多ダ純計的なこと
で景ク管ヒか交流とかぱないわけで丁が。

島津 ないです仏。

両平 あ．医者さんΦ方〕ポ…・・。

島津 あリま亡んρ。麻玩的Hまあろんですよ。戦前か

ら、たとえば、宋大の脳麻呪室へ行くヒが、そラいラこ

とぼあリました。方法論哀中心にどか・こヒ1二校計的な

方涼に関しての交流ヒいラミと庫ないぐすね。たび乍．び

申し斥ようト、紋計的方法は心理学ではアストカ・ら入・

て寺仁ヒ匙ること一ができろわげぐすが’、石穴究法Φ中ド入

って苛たの庫一戦後といってよいで1しょう。 ただ景初のこ

利ポ結局データの改姓埋引γですね。計画①初めから
糸に計的な有ラ去で」ラナ込ていく・後こういう刈と程をずる・こ

ういラこヒを松し仁いから、 こういう方’テ麦でブ予くん。フーゴ。

そういラ｛更い方はかなソ最近ヒ、必舛」火イ交でし担う担・。楕

局、「季た言やを ヒ る」 と い う言｛緊の と布ツ で’、 いっ 1ボい デー一

夕充隼め工禾た宕寸哀ヒるといラrとる絞言十」たつ斥んで’す
払。

 レかレ、 さっ ざもち担フど角曳水し仁んだ’ユクナしビ、ノピア呈学

φ／くが’考文盲学ヤネ土寄学のノ＼にレヒベて方シ麦台勺ド追うヒすナし
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ば、耗局／フ庫数程的な処理方核ドあると。思い表す。ま
あ、ノじア里一学看はた仁きブ、工だ’っていブっ水にるカ・もしヤしまHと

ん1ブ札ど。（笑）

障平このごろ・Φ大学Φ1じ理学では、絞射的チ漬が講演

ト入っているわけでTか。
島津方1れして独立して締悩と分有ヒ分いラことの

ある剛玄、わりあいケないかもしれ一ま也ん。束六なんか

庫学生教が少・なく、キ業後先心理れヤろ学生が多いて“

し江うから、紋許権なんていラんじヰなくて、み、し々

るように／つ／つの特殊講義の中でふそラいラこと毛ヤ。

ちヤ、．うんし一やないでTか。士毒丈．で1玄絞詩法ヒいフて3等

から平均Φ皮し方方’らヤン家すが、文学部の字引ま数に

弱いですから、絞許で努と（作るものは非常卜多いて｝す。

西千・ いヤ、 医」布やうんですよ。ああいうく：Dしま一はカ＼

①言葺羨と一連っ て／回直中でイ本んだら）実力ぐわ力・らないぐす

から払。それが1表かの講賛カぐわソあいトそういう雰囲気
障’カ＼ら因ツ 訳すね。

島津 文科なんがこヒにそうなしで丁よね。λ～3回抜
け斥って、つなが’つちゃうて・し泉ラ。だから、浦み上ゲ

のないことが直接響ヵ＼ない学問やっていて、蚕あいうも

①ヤらオしると困る人ノですね。

西平 いヤー敢之ていてもみしたそラいラ雰囲気だから

国ラち十うノバすよ。

島津もバく最近は、実験Φ初め介らコンピゴタを
イ史う。書カ物実1馬交なんか庫刺）敏提示からね。刺漁こ探」禾から

メ育幼て、 そオしメ＼ら も ち うペノ弄盲采の条固ヵ＼いタじ星家で・、 立寄女ご

て七石芥究者はそうやっていますケ才じと、学生なんかはま

だヒても。
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2495ア

島津附ドビん嫡豆すル以いですカ＼。
西乎絞一計を恢クφと使わない心理惇、形方ろん安シな

いlw里挙もあろわり’です払。

・島津 之ガあリ奉すれ。こ杜1本はくのまと切ですが、

鮒吋シタルト’ ^ピ理学し新行動主卯鮒、そ川1精
神分析Φ影響と、このみつ広いレ3つ屯大守広流ルビ見

．れ・こルト村レて第3移れいラのカざあルです払θ
これ床西平直喜先生なビ毛孝㌧レやる（？）人間性の心理

一学。こ札ば魂家学の彩馳受ザいるルです。それが第
3一ｨ力だラでいっている。主流κそん・な・毛Φ見一向冬毛し

振いんですケれビ仏。 レがし学生⑦中1二峰、雰囲気的ト

何方＼わり’Φわから斥いこじ①方が有毛しるし・らしいしで

す払・。あ書ソ1戦ドヤーちゃれ程ヘバ札仁リレてれ。
’両平 宰ズ争中1）ぱ案文卜匹敵二するΦげ、高等官弔令色釆のと．

之ろヒ、あと、ヤっぱツ京秤でし仁ク。

島津 亨秤ば．戦争中。九州の矢田郡仁生が凍ら牝まし

仁。 矢睡音戸妃室1宗ゲンタ／レトだと。円い孝亨カ＼・言書吾しが

思考とか、いわデる高寒精神作開、そクいラ告①を廊完

てれ仁方で・特トフクソスの文鮮1シ稀盈して奉ら杵戸。

純計的方1れいつ乍壱の毛、を牝ぼ”飾U享で1ま底力・

ったヒ足い家すθ

 といラ～玄、こラいラごとが認っ戸こヒ危、置い家レ家

レ戸。ツテラシーで兇布へ派遣され木でレξク。ぼく惰

白石（ψ網ルで市郡へ行一・トんですよ。京研で1本部

秤衆生が主任で’、訊のル区のソテラソー①拠典芦っわで

レい、毛のし之、ば（①衣べで京欠①講師たつ芦八木
覧君がぼくらを育守払てさ家レた、白石｛ん・ト、働才勿実、駁
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⑦稲果の校定一の方法トプいて禰談レていまし斥。だガら、

純計的手法み仁いな毛のは、京都はそれほど進ンしでいた

ねげレやない。すか柚。

西平訊レは宋牝ですカ＼。

島津案舳ヤー削澄かったんじゃないてレようか。

尺州をそラでし仁。

 い家はぼかカ、よくなってきましたが’、当目寺庫、書丑備チそ

の他の魚でも索メこぱよ一かっ戸と届い表す、 ざつさ話くフっ公

た心理学会の雑訳でギ昭和／0年州ま蒙大φ卒業論文を

渡している雑談・毛．ラいク感げず・こザ引まそんな
こど1女う穴してあソまセニんヵ＼’。

西平 京都・1シは別ト伺’か・あったんし：・やないですか、

島津卿舳に．r実、駿ノ・理学研免」ヒいラ雄純衛し

てい家し存。

西平 ついでトビいラとあ牝ですウれビも、所汚ぐ．らい

○日本の一番初めのノU理学者庫ゼ戦レですか。
亀＞幸 1U理学一首ど名のっくの侑元浸勇〉天秤化生でチよ。

東京帝国末学文科久帥岬里帥差／倣捜です抽。そこ

ト禍来反者助敢1孜。禍釆末生俸俺皐をヤっていたんです

よ。それで念写で実卿し布やったわヴ。

丙平 江戸時代Φ学看で、寺でっぼい人が引用するどい

フのは：だれですか。

島津知1柔亡ん仏、あるパ†か。
西平  ないノしですか。

島津あろのかちレれ家也んね。どラかな．（笈）

 心理学、いヤ、家あイ可学で．もをラで．レトう1ブ方レビ、r心

ア里」ヒいう言喋1ば伯丁トでもくっっい・ちゃい家すカ’ら仏、

ネタクイの／U7至学、（実）頭母の’じ予星学、挙当し二睡っちヤ
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ラんです払。之ルで有が閉かルるピ常識以外のニレK

荷もいルない。考具7とぞ牝らしくいタレナじは、あ各葉咳

引索やっぱリ大レ仁ちΦですよ、。本当ドそう／思い家育抽．

付か尋栖φル作どぞにれ。㌧レ戸こどがいえ・れば・大
一レ羊わΦ杉レ、きいます。ネクタイの～’産掌ぐ毛イ…可で号い

いんゼヴ木しビ・書香⑦中身レ1景があるレ狂いしでば辰参し’方

が全、然逗っ ちヤうんですわ。 ヤっ ばリ冠残レていろ・ぺと

いラ（P1素イ幸「か於てきますね。言古。て穿ト、腎カ＼．存いビ、／じ

ラ星浮煮どレて床話1シ1本ヂみがつかないんで一す。冷夏域庫追

ラげ仏ビ、たレんばあ‘仁くの管さんけ＼彰語学⑦喋田｛

んだうヒ幸吉しているヒ、はずみが一言書1ニブくφで・す、’ずく

庫ヤ7ばリ何一があるなし感じるわヴです。

西平  ネクタイの心理学はあれですウ’ナしビも、だんだ◆

付カ・科書牡羨み戸いで人間吃っソトロー／レずる。そうい

う有制㍑うですか。心理学をイ文ってヤ枠ばで責ろ告の

ですか。

島津そこが問哲芦’と処う以“†．

西キ 仁ヒわば、医学⑦方で男と文一を瑳み分ケると分、

ヤるヤシ抑庫別ヒして、を水1はで青るんでレェうか。
島津てざろでし兵うがね。！）理学の散’料孝の・目的」

のしころに、「人間⑦行動屯言己述ニレて・書た明し。子テ則し．

純釧ずる4し幸いである毛Φバあるイ／です。景役の「系た

制する」という①1家イ手車ゼレいラわけて・すが、τ予測」す

るカ・ら芳之牝ば、当然r終剖する」こどはぐざるぱすIで

し県ラ。レかし、実際問題ヒレて手ラ則することだってな

カ・なみ・でさま也ルから、をク打ルは徒制存ビぽレてち。

西坪  セーラビーみ仁いなもΦば・朱た宕1？

島・津 をうセう。包ラビ…大行効を衣がろ二どト主眼カベ
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あると序之れば・当然、行切そ紋制するこヒトなろわげ
でレよラ。だ一1ブ’ビ、 七ヲじ。一1ま常識臼勺な毛のろ寸多ゼでレ

よク。 チ里屈ぽケないと兄ラん・でヂよ． で、予星辰はイ者リて

寺でいろれげ．戸・ヒ九ば学習⑦研究力’ら理屈を備リてく

ると，患者衛正面カ・シ直脅ド庄を自ヵ・せ辛いしいラど

さ、素すソ0度左毛向い乍らアメ多ノっヤろ。 でら1て／0虐

左ち向い存らアメ王・／つヤろ。 こう し て、彩石直角ド庄

ち向力・せろ。こルは行動⑦変容くずれ。七フビーrなろ

わげ。しかし、この方わ方はイ音y毛の狂んで。何毛臨床

心理営者し’や雇くても、ケし頭の伽く者ならで’でろでし

ょうし、すルト曲れノ地杉方法だと、堅うんです。

 どころで．、 そう存るヒビう！‘亥ろカ＼。究オ蛋納1ウ1τ行官ヵの

林馴？卜存ってレ．素わてエいか．ぼくば！）理学で’1玄そこ麦

で行力’斥いヒ、思う。人間の尊厳ヒいっ六ごとく釈列され
る メしじや フェい ですか。

臨床1離れ、雄かい行動Φ変肌目椎レていろヒ足．
い家す方寸、テ足実にはそこ柔で孝千っているメつけで’木いレ、

それほビト（ま1女ナ果形上がうていろわげじゃ’ないが七し打じ

広いと尼うんて“すよ。

西平 まじ布い程度ですか。

島浮臨床の人のいラことが常識アこな々ていわれろのげ、

ヤはリデータが不足していたり、ア里屈がし・かソしてい

ない’こり・よろヒ馬うのです。だかゲそん右こりζ・い
テ堅学φ／㌧がラ字え。τエくだって．ノ‘ごナしカベ孝之一ブて，てわかろで・

レよラ。そうすると、／じ理学でいう核術ヒいうのぽイ才か
と いラ こ と 1＝・アよつ ’ぢヤ う ヒ。思う人1で’すよ。

西手箱み重ね⑦実，験佃ヤなんかのヒントがあろんし’や

たいです力＼。イ↑力・ですぐ、禾；丁ピカ＼ヒイ町ヒがを荏げばどラ
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なろ。波イ本がイし学反応壱勉こす。をラいラこヒばない1ア

㍑．も、’椎放養み片いな、そういう論理で．。

島う宇 そうそう．一般孝支養仏。

西平 そういラ意味で／岬堅学的一般放養という⑦がヤつ

ぱソあろで’し尺う、

島津いや、必ずしもいいないと、思います払。だか
ら、風をみんな紋岩ヤさんドとられちヤうって。（実）

西平 いヤ、すべていろんな孝之方が’湯フて、1じ程学ト

ば、／つの専門的庁方え方があろとぼく（玄・思い奏す、

島津をれけあれば木更いいニヒだレ、置い宗すよ。あっ

てレかろべざ七のだレ思うげルビち。

西平 ぼく博ネェ会学の友達二の方が多い1クナレビ七、ネ圭会学

の方俸ノ室くそ水レが‘ブ穴いでし一仁う、牢苧4｛ブく娠臼勺なネ主ノ毒ごなん

力・唄方えれば、紋計ヤ国勢調査㌧ジニが違二うんだ’ってこ

とになっ者やうわげですネ。
 だ、プど、 ノビラ婁学の方1古、 ノく学 で’実、険心戸呈ヤ店んかで’セ

ネズミをいし・ったリなんが、ノつの弟ルがありますよ。

社会学の方ほそ仏がないわげでチよ。
島津そ柾（訂そクがもしれま亡ん。ぢ、し半ザヒはわ
かろんですげ牝ビ・ を（ク）ネズミの走＿ろ柏則みた・い広毛の

床ネスニ’ミのう去貝リで。書カ々勿をイ史ってベフると・さば。 を＿才しげネ

ズミの心理学で筋リ、冒本ゲ／レの！じ理学だ」いわな’いこ

ともない。乞川ま方之方によれば、一雄の進イし諭的バイ

アスだと尼うんζすよ。

西平極限ト人間ヵくいる。
島う幸 方仁っし景参紡か舌しナし柔せん・が、珪化合宥的ベイア

スですよ1、をん信こど峠ないかな。（英一）

西平 だけビ、／じ理一事1まプ…：とわばネ主会学なんヴト比べれ
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ば、やっぱソノフΦ古典的で、こラ積み上げ’アくわ亥があ

ろてしょク。

許浄㍑、あれいんば劣るか毛レれないけ柞ピ、ビ
）で一すが担。 セラとセ局ヌ室レていろ人1ま毛ラいラこことあ

ろがもしれ存いヒいうこヒ1ざフケえ客す杯。

雨坪 寄するト木学なら大学へ入ってそラいラトレーニ
ング竜・ピこでち・何か、．方仁クビ牛物理実験・化学実1弦牛

ブ．…いトこうす．ワヒ回ラでやろヒいう末うな一こヒ記るで“し

兵うθ男島いう、何て・いうか従弟み芦いなレころを秀吃な

い． そういうノ南・てば、山程学俸依進国でちあ，るで．レ集う、

島津あソ家す払。

西千 そ仙ま、！じ理学フて毛Φが／つの美通なるのを有
カ’幸手、 ていろ。

島う幸 本引二そう夏、ソ戸いぐすρ。

西平 そわ、が刑弐’仏し和っ㌃ま扇ソ麦す1クれビち。
毒津  そラて“アね。 い るいろ・監什片白勺な思いつ 辻で中し 家

すヒ、1じ理I掌のいろんなこと、ほかの科学でもそうだヒ

足ラんだり一仏と、せちつとレた、戸とえば、ノじ理学てr

行動⑦法則」を布えろ。人かごラいラビさHまこラいう
行事カ哀どろしし1うヒ寺、行動を宍見定すういろんな一変拳迂が

あリ訳す払。 をの「変孝之のクエートを希え・て・ こヵ◆ぼこ・う

いうふうトカロ軍さ札たときドこラいう行動を示すピか

ソトし戸とし事す栖。をのと青ト考わる川ポ。御がとい

うヒ、数量的な表現だとぼく1す層クんで㌻。彰室的表現
力、をち，ヒで走ることを．‘）ブな（ともカ’プよソの・ノU理学1亥

冒キ冨 し て い ろ と 層・う の です。 をラ ししう ろ・ラ など ころ 宗で’

デτくのが。 方未ラビ字句ラ望学力、力学みたいなもので’考えて、

を札から敏学的な表現1・友之てい＜しいう未うなミしヒ
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同ビになフていくのかど’うカ’。 その辺が柞常にむず一かし

いんし’や広いかヒ。思うんです。そこを杉らラζいろんで’

し長ラげ牝とも。

両耳 物理学の実．馴衣季仰をつントロー／レレてヤルろ。

た’が、椛霞だの天気予報みたい辰も⑦、ああいう毛のば
な一ボなか…… 。

多津そラいうこど衛ちつヒ方してい存いヒ、犯震の
けの八O二・ク状ノ隠なんていラ（て毛、抑話京物語ラて
いろだ．げで’レ江ラ。 ある・いは砺し笑Fビこ。か⑦亥也震1老見て

さて・そル哀後口冒していろだ一げで、そ二に有が方わ方が

あっていっているブっ（クし‘小7；；ミいレ／巴う／）です。

、西平  戸’から、 毛■っとサ頁々とナ巴擢：で’も走＝三さ十し‘～、 そ十し’を

昆牝ばわかリ案す1ク払ビ。（笑）

島津乞ラいラニとカ・もレれません仏、

西坪 職業遮惟赫＝査井存いな毛①げどうですが。

隻津易ルカぐけむヂかしい問題けらけいろんで子
よ。こ①間ポ多う学核ぐ新入生に’斉1二／／。 ソナソテ

ィのアストをやりたいが’どラ、思うかつζ開か杵たんです。

そんなことヤめた方がいいし中レたんです。
胃平掌核レや、／し理学のだ室なら書ノ3ごど、巴った．

畠茸テストをやって、学生的とか哩昨レえ粉ケ
ちヤうと、今度は乞⑦御とが型が一入歩きしぢやうヒ、む
うんですよ。 を う底ろ ヒ、 参舌が道1）在リ カ’ねない で、 あ

①学生はヰ丁ピカ’型だからニラい）バ。一ソ才yティな1ん：だ’

といラこといなる／）し‘’帖ないか。

 遮惟板査モテ主意・深くやらないと同じ二とし・如在いかと

雇うんで’すよ。適性根査をこうヤって見ζいてやら立て、

ああいラところ庫間違二わるのかなどか、あすこは脚が’、
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ち木ラ①がなど個人的ト対たし布がらヤって1・けば、よ
くわか名と思うん・で・す。だから、適ナ生を見ノるのにえ菌一寸土ネ交

査じ’ヤなくて老いいバ、カン職1グ方。・老いいりζラ

ん・です1ブ’れと七祖．。 そラいラこと・をヤシせて、をの行重乃

ぢ観察していて、いろいう布わ荷がら、こつ引・曲が’，

芦カ’ら・こタし一半斥いか、それじ々これも同じ’ようにヤ

るかなとか、老ラいラヤツ方乞してみる必・厚カベ訪るし尼・

るんですよ。 多人1数をご有すだ助の滴一粒朽ζ査一峰佐惹レて

位わ斥いレいけ狂いん・げ坤后いかと兄ラんごす．

 こ撒割ぐ．らい受けを1なんσすけオレビ、楕津さ々が’

い以星浜⑦国立特殊紋脊研究所て・居・φ乳わ存い．ロカベ

寺1アない、そレて知、冬6’くれの子併の研気乞しているん

で“す。テスト便わないラてい，ラしで・す。自分はテストな

さ1）理学吃ヤろんナ三といって弟’らルろ。ぼ一く1ま全く同感

なわで’す、

 羊ラいクし之に、ヤつ1ボヅ食分で’方之広が、ら・／村／

のブ†応’で’そ．ラいラ・3・ラドしていって、それの希賓み重ねヵ、

最後。にテストになリやなったってネ畜わない。

両平 楕津さんが’をラいうこと宮ヤろΦ毛、心理学。敢
養があるか・らヤれ・ろんじゃないてすか．

島津 そ何玄毛うゼし、思うノレで’すらでてから、毛ラいう

ふラにやって、 そ札を向一かΦヂ多で一糸隻イしでざ．るちφカ・ど’

うヵ＼いが問題だヒ層い宗す。も万ラん、一般化．で・さ

。る一んじゃないかとノ思い家す．け札ビ仏。そうやっていげば∵

戸と之ば3重障害の子供が、何かの形で一反応が’で’くるヒ

かいラことドなってくるだろうといラことで’いいんし‘や

広いかと足うノしてナ。

優子 二0）間、ある大学の林学のだ生カぐ弁でいっていま
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したげれビ、オ木噂トノ＼つでぎ斥1草生が’rし1ヤ 、液智で’山

ベチ了こ）」 ヒいったら、r私1言ム歩寺俸きらいです」って

いうんです。「なぜ本前人った」って／．㌧たら、「あ’前Φ偏

差イ重だフ戸らこの大学の本末学科ぐらいが適一当ナ・；’といわれ

戸がら人ラたんぐす」ラて向こう1京平気な瀕をしていう
ん。ですラ て。（実） そγレて’、 そのケ巳生（τr東京農犬たんノカ＼

一1士山持仰荷か⑦鬼子が来ている。こル肺幼から山乞

ヤる鼠でいろんだ力’ら、東京喪大のだ躰いいですよ」

っ ていってい手レたけれ。ビ、本当1二そういうノ3・うトなっ

方やったμで仰。
禽津大学Φ柱稲訣所へ新入生がネ自談ト来て、・ぼく1素

イ扇奉値が幾ら幾らだから・伽二の学核1水ち豚くち一

で、同じく私立なら慶7自へ入れ斥わ（プーだ、’体ピうレ斥

らよいでし本ラ」って神諜ト・来るんて“すよ、こ笑）

 オ本さしなスノが、十ヒ生は書誌彩ζ芦げレていγしばいいビあ㌧

レやろがもレ柞抽げれビ、 李：氏1ニヤろと、こ！しげ方かな

かをう俸いかないですよ。

西乎  いや、ばくなんザ方仁っしギ紬国へ汽って、ぜミ

でソ。～3o人手寺っていても、 1人ぐらい1ま地ヂ；答盲込んじ’

ヤうのい表すね。それが有仁。ヒレた一言で浮かび’上が

ったソレま1すから、何かレてヤリ戸いと思う、よげいな
あ’ぜ．話がもレれないケ水レビ。

島津 ぼくも立敢で、そういう方渚でやって交孝レた。

をナしが赦＝育的かどうか…’’’、

 イ可かいろいろ申レ上一げ家レ六が、全く支離1減裂トたっ

て相〉斉フナませ一／ノ。

西平  いや、 ビラ七弟ソがヒうござい宇レ戸。
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